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亘 理 町

第１図 遺跡の位置

亘理町
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西　暦 和　暦 記　　　　　　事 文　献
せんだいくじほんぎ

７世紀 思(曰理の誤りか･註1)の国造を任命したとされる。 先代旧事本紀

ようろう  む　つ　        いわき  　 しねは     なめかた  　 う  だ　  　わた り   　ひた ち　　  　きく た　　  　　　　　 　　　　　　  いわき しょくにほんぎ

718 養老2 陸奥国の石城・標葉・行方・宇太・曰理、常陸国の菊多の６郡を分けて石城国 続日本紀

を設置する。
　　　　 　 うまや

719 養老3 石城国に駅家10ヵ所を設置する。 続日本紀

　　　　　　　いわせ　　　   　　　　  　 ちょうよう　　そ　　          　　     　で  わ　　 るいじゅうこくし

720 養老4 陸奥・石背・石城国の調庸・租を減免し、出羽国などから動員された兵などの 類聚国史

調庸と所属の戸の租を免除する。
　てんぴょうしょうほう 　　　  　た が

752 天平勝宝 陸奥国多賀郡以北の諸郡は、調庸として黄金を納め、以南の諸郡は調庸として 続日本紀

これまで通り布を納める。
じんごけいうん 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そがべのいけもり　　　　        　ゆえわたりのむらじ

769 神護景雲3 陸奥国曰理郡の豪族、外従七位上宗何部池守等３人が湯坐曰理連の姓を与えら 続日本紀

れる。
えんりゃく

785 延暦4 名取以南14郡は塞より遠すぎて危急の時に間に合わないので、これまでは統領 続日本紀

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  はしかみ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い お き べ の くろ と　　 おおともわたりのむらじ

797 延暦16 陸奥国曰理郡の豪族、五百木部黒人が大伴曰理連の姓を与えられる。 続日本紀

だいどう るいじゅうさんだいきゃく

810 大同5 刈田以北の近郡の稲を軍粮にあて、信夫郡以南の遠郡の稲を公廨にあててきた 類聚三代格

が……

こうにん にほんこうき

811 弘仁2 陸奥国の海道10駅を廃止し、長有・高野駅を設置する。 日本後紀

じょうがん にほんだんだいじつろく

866 貞観8 陸奥国内には鹿嶋大神の苗裔神38社があり、曰理郡には２社ある。 日本三代実録

えんぎ えんぎしき

905 延喜5 延喜式 延喜式

(着手) ○神名式　陸奥国100座　

　　　　　曰理郡４座　並小
 か しま  い つ  の ひ  け　              か しま お な た　 　　　　　 　あふく か はく　            か しまあまたらしわけ

鹿嶋伊都乃比気神社　鹿嶋緒名太神社　安福河伯神社　鹿嶋天足和気神社(註2）

　じょうへい わみょうるいじゅうしょう

931～938 承平年間 和名類聚抄　陸奥国 和名類聚抄

曰理郡
　　　　　　 さかもと 　 ひしぬま　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 さく た　　　もうた

えいしょう ぞうこうふくじき

1047 永承2 興福寺僧房の再建費用を、陸奥国の時貞・家政・経清(註3）らを含む五位以上の 造興福寺記

藤原氏に割り当てる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふじわらのなりとう　　　あべのよりよし む つ わ き

1051 永承6 前九年合戦。陸奥守藤原登任らが安倍頼良を攻めるが、鬼切部で敗れる。 陸奥話記

てんぎ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　みなもとのよりよし

1058 天喜5 安倍貞任らが勢力を強め、藤原経清は衣川関の南に出て徴税を行うが、源頼義 陸奥話記

はこれを抑止できない。

こうへい 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　   あべのさだとう ふそうりゃくき

1062 康平5 源頼義・清原武則軍が厨川柵を攻め落とす。戦死した安倍貞任と、斬首された 扶桑略記

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 あべのむねとう

藤原経清の首がさらされる。安倍宗任は逃走するが、数曰後に降伏する。

ぶんじ あずまかがみ

1189 文治5 奥州合戦。東海道軍が逢隈湊で阿武隈川を渡り、大手軍に合流する。 吾妻鏡

(註1)古代「わたり」は「曰理」と表記されていましたが、後に現在の「亘理」と表記さ

　　　れるようになったと考えられています。

(註2）鹿嶋緒名太神社は逢隈小山、安福河伯神社は逢隈田沢、鹿嶋天足和気神

　 　 社は逢隈鹿島に所在、鹿嶋伊都乃比気神社は逢隈鹿島に所在したと伝えら

      れている。

(註3）藤原経清は、陸奥国の有力者である安倍氏と婚姻関係を結んだ人物。中央
　　     　　　　　　　　　　　　　　      　                  ごんのたいふ　　　　　　   　　　ごんのかみ

  　   貴族の藤原氏出身で、亘理権大夫あるいは亘理権守と称されることから、亘

　　  理地方を本拠地としていたと考えられている。

6

付表　亘理郡(曰理郡)に関する古代史年表

の人を置かず多賀・階上２郡を仮において人兵を国府に足らしめようとしてき

(郷名)坂本・菱沼(比之奴万)・曰理(和多利)・坂芥・望多(万宇多)

たが、これからは官員を置いて両郡を真郡とする。

三十三間堂
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